
作　品
番号 　作者名 作品名 　制作年 　形状 　寸法(cm)  備考（展覧会名等）

1 佐々木　英 筍蒔絵平棗 1982(昭和57) 欅･螺鈿･研出蒔絵 径7.8×高5.5
1982年第22回伝統工芸
新作展

2 佐々木　英 刈田図蒔絵中次 1982(昭和57) 桜･彩切貝･研出蒔絵 径6.6×高7.0 ー

3 佐々木　英 彩切貝ぶどう文線文雪吹 1984(昭和59) 桜･彩切貝 径7.3×高7.8
1985年佐々木英漆芸遺
作展

4 佐々木　英 蒔絵飾箱 ｢海麗｣ 1974(昭和49) 桐･玉虫貝･研出蒔絵
10.0×20.0×高
13.0

1974年第21回日本伝統
工芸展

5 佐々木　英 蒔絵飾箱 ｢萌春｣ 1977(昭和52) 桐･彩切貝･研出蒔絵
11.0×22.0×高
16.0

1977年第24回日本伝統
工芸展

6 佐々木　英 蒔絵箱 ｢月耿｣ 1979(昭和54) 桐･夜光切貝･研出蒔絵
10.0×20.0×高
13.0

1979年第19回伝統工芸
新作展

7 佐々木　英 蒔絵彩切貝水指 ｢秋の日｣ 1978(昭和53) 銅･キハダ･彩切貝 径15.5×高20.0
1978年第25回日本伝統
工芸展

8 古関　六平 恵存 1983(昭和58) ケミカルウッド・漆
46.0×46.0×高
28.0

1983年第22回日本現代
工芸美術展

9 古関　六平 散華聴来 1988(昭和63) ケミカルウッド・漆
33.0×22.0×高
51.0

1988年第20回日展

10 古関　六平 蒼穹への誘い'99 1999(平成11)
ケミカルウッド・夜光貝・
白鳥貝

50.0×22.5×高
45.0

1999年第31回日展

11 関谷　四郎 接合横線壺 1968(昭和43) 接合･鍛金･鍍金･鉄･銅･金 径20.0×高20.0
1968年第15回日本伝統
工芸展

12 関谷　四郎 銅鉄接合花瓶 1983(昭和58) 接合･鍛金･鍍金･銅･鉄･金
27.3×27.3×高
19.0

1983年第38回新匠工芸
展京都展

13 関谷　四郎 銀打出釜 1985(昭和60) 鍛金･鍍金･銀･金 径22.5×高18.5
1987年傘寿記念人間国
宝関谷四郎展

14 関谷　四郎 黒銅金彩花瓶 1980(昭和55) 鍛金･鍍金･黒銅･金 径20.5×高20.5
1980年第10回伝統工芸
日本金工展

15 関谷　四郎 金彩壺 1983(昭和58) 鍛金･鍍金･銅･金 径18.8×高25.0
1983年第38回新匠工芸
展京都展

16 関谷　四郎 壺 1984(昭和59) 鍛金･鍍金･銀･金 径21.0×高35.0
1984年第31回日本伝統
工芸展

17 関谷　四郎 花器(ばら文花器) 1985(昭和60) 鍛金･鍍金･銅･金･漆
21.5×15.1×高
29.5

1985年第40回新匠工芸
展京都展

18 関谷　四郎 赤銅銀銅接合皿 1983(昭和58)
接合･鍛金･鍍金･赤銅･銀･銅･
金

径30.0×高7.0
1983年第30回日本伝統
工芸展

資　料

番号 著者名 書名 出版年 出版元 所蔵先

1 関谷四郎／作 傘寿記念人間国宝関谷四郎展 1987(昭和62) 関谷四郎発行所 秋田県立図書館

2 関谷四郎／作 関谷四郎作品集 1987(昭和62) アロー・アート・ワークス 秋田県立図書館

3 秋田市立赤れんが郷土館／編 人間国宝関谷四郎記念室所蔵作品集 1997(平成9) 秋田市立赤れんが郷土館 秋田県立図書館

4 秋田市立赤れんが郷土館／編 秋田の金属工芸 1999(平成11) 秋田市立赤れんが郷土館 秋田県立図書館

5 佐々木房子／編 佐々木英漆芸遺作展 1985(昭和60) 秋田県立図書館

6 秋田市美術館／編 佐々木英漆芸遺作展 1986(昭和61) 秋田市美術館 秋田県立図書館

7 秋田魁新報夕刊記事より 佐々木英「漆芸遺作展」から 1986(昭和61) 秋田魁新報社(夕刊記事) 秋田県立図書館

8 佐々木 英／著 漆芸の伝統技法 1986(昭和61) オーム社 秋田県立図書館

9 古関六平／作 彩漆と蒔絵　古関六平漆芸展 1991(平成3) 川嶋印刷株式会社 秋田県立近代美術館

 関連事業   展示担当学芸主事によるギャラリートーク              

       

秋田県立近代美術館 〒013-0064   横手市赤坂字富ヶ沢62-46       TEL 0182-33-8855   FAX 0182-33-8858

　県立近代美術館が所蔵する、秋田出身の工芸作家たちの作品をご紹介いたします。

　鍛金(たんきん)における接合(はぎあわせ)の技法を極め、重要無形文化財保持者(人間国宝)に指定された関谷四郎。彩切貝

(いろきりがい)で繊細な作品を数多く生み出した漆芸(しつげい)の佐々木英。湯沢の川連塗を学びモダンな造形感覚で斬新

な作品を発表した古関六平。以上3名の作家たちによる、研ぎ澄まされた工芸の技と美をお楽しみください。

Akita Museum of Modern Art

 平成２７年度 第２期ネットワーク事業         秋田の工芸　その技と美秋田の工芸　その技と美秋田の工芸　その技と美秋田の工芸　その技と美

平成27年12月11日（金）～平成28年1月31日（日）

秋田県立図書館　２階 特別展示室　10:00～17:00

　　　　　　平成28年1月16日（土）　①11:00～11:30　②14:00～14:30

●入場無料   休館日：●平成27年12月28日(月)～平成28年1月3日(日)、1月6日(水)


